
平成１５年　福井県鉱工業指数の動向

☆　生産の動向　　－　生産指数は３年ぶりに上昇（化学、金属製品工業が伸びに寄与）－

鉱工業指数は、鉱業および製造工業における生産活動を数量的な面から指数化したもので

あり、本県経済の動向把握や予測のための重要な経済指標の一つとして利用されています。

今回は、平成 15 年の動向をみてみましょう。
　平成 15 年の鉱工業生産指数は、前年比 3.3％上昇の 91.5 となり、全国と同様３年ぶりに
上昇しました。四半期別の推移は、Ⅱ期以外は上昇しており、全国値に近づきつつあります。

　　　　　　　生産指数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成12年=100
福　井　県 全　　　国

　
指数 前年・前期比 (%) 指数 前年・前期比 (%)

年推移 (原指数 ) 　 　 　 　 　

平成 11 年 96.0 0 .0 94.6 0 .2
12 年 100.0 4 .2 100.0 5 .7
13 年 89.2 ▲ 10.8 93.2 ▲  6 .8
14 年 88.6 ▲  0 .7 92.0 ▲  1 .3
15 年 91.5 3 .3 95.0 3 .3

平成 15 年四半期別推移 (季節調整済指数 ) 　

　 Ⅰ　期 90.0 2 .4 94.0 0 .2
　 Ⅱ　期 86.7 ▲  3 .7 93.6 ▲  0 .4
　 Ⅲ　期 92.1 6 .2 94.5 1 .0
　 Ⅳ　期 97.7 6 .1 98.2 3 .9

鉱工業指数（四半期季節調整済　平成12年=100)
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景気の山

(12年10月)

※「景気の山・谷」は、内閣府経済社会総合研究所発表の景気基準日付による。

景気の谷

(14年1
月)

　これを業種別にみると、化学工業、金属製品工業、輸送機械工業など 10 業種で上昇し、

紡績、窯業・土石製品工業、鉱業など 11 業種で低下しました。生産指数の上昇に最も影響

を与えたのは化学工業（寄与度 2.1）で、次に金属製品工業（寄与度 1.3）となっています。

業種別生産指数前年比、寄与度一覧
業   種 前年比 寄与度 業   種 前年比 寄与度

化学工業 23.2 2 .1 電子部品･デバイス工業 3.3 0 .4
上  昇 金属製品工業 17.5 1 .3 パルプ･紙･紙加工品工業 3.3 0 .1
業  種 輸送機械工業 5.3 0 .1 非鉄金属工業 1.9 0 .1

プラスチック製品工業 5.2 0 .4 精密機械工業 1.8 0 .1
一般機械工業 4.9 0 .3 化学繊維 1.4 0 .0
紡績 ▲ 11.7 0 .0 染色整理 ▲  3 .0 ▲  0 .2
窯業･土石製品工業 ▲  9 .7 ▲  0 .5 その他の繊維 ▲  1 .5 0 .0

低  下 鉱業 ▲  9 .1 0 .0 電気機械工業 ▲  1 .5 ▲  0 .1
業  種 その他の工業 (家具･木材･木製品) ▲  8 .0 ▲  0 .2 衣類 ▲  1 .2 0 .0

織物 ▲  5 .3 ▲  0 .5 鉄鋼業 ▲  1 .1 0 .0
食料品工業 ▲  4 .0

この資料内容の照会は政策統計室統計分析チーム（電話 0776-20-0271）へご連絡ください。
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